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表―１　横浜市における産業廃棄物の
　　　発生量（平成10年度）
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は
じ
め
に

　
横
浜
市
は
、
人
口
三
百
四
十
万
人
を
有
す
る
我
が

国
第
二
の
大
都
市
で
あ
り
、
市
内
に
は
約
十
二
万
事

業
所
が
多
様
な
産
業
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
お
り
、

一
年
間
に
約
千
万
ト
ン
の
産
業
廃
棄
物
を
排
出
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
図
る

た
め
、
横
浜
市
で
は
「
横
浜
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指

導
計
画
」
を
策
定
し
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、

再
資
源
化
・
減
量
化
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
最
終
処
分
場
の
逼
迫
な
ど
、
近
年
の
産
業
廃
棄

物
を
巡
る
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
産

業
廃
棄
物
に
対
す
る
総
合
的
な
取
組
を
進
め
る
た

め
、
新
た
に
「
第
４
次
横
浜
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指

導
計
画
」
を
策
定
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
示
す
。

産
業
廃
棄
物
処
理
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

①
―
産
業
廃
棄
物
処
理
の
現
状

ア
産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
等
の
現
状
（
表
―
１
）

　
平
成
十
年
度
に
横
浜
市
内
か
ら
発
生
し
た
産
業
廃

棄
物
の
総
発
生
量
は
、
九
百
七
十
八
万
九
千
ｔ
で
あ

り
、
最
も
発
生
量
の
多
い
の
は
汚
泥
の
七
百
七
十
六

万
二
千
ｔ
（
七
九
・
三
％
）
で
発
生
量
の
約
八
割
を

占
め
て
い
る
。
次
い
で
が
れ
き
類
（
建
設
廃
材
）
の

百
十
三
万
二
千
ｔ
（
一
一
・
六
％
」
、
金
属
く
ず
二

十
一
万
四
千
ｔ
（
二
・
二
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

イ
処
理
処
分
フ
ロ
ー
（
図
―
１
）

　
発
生
量
九
百
七
十
八
万
九
千
ｔ
の
う
ち
、
市
内
で

中
間
処
理
（
減
量
化
）
さ
れ
た
量
は
五
百
六
十
八
万

二
千
ｔ
（
発
生
量
の
五
八
・
〇
％
）
で
あ
り
、
資
源

化
さ
れ
た
量
は
、
二
百
十
七
万
八
千
ｔ
（
発
生
量
の

二
二
・
二
％
）
で
あ
る
。
残
り
の
処
理
処
分
の
必
要

な
量
は
、
百
九
十
二
万
九
千
ｔ
（
発
生
量
の
一
九
・

七
％
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
埋
立
処
分
量
は
二
十

万
九
千
ｔ
、
海
洋
投
人
処
分
量
は
八
十
一
万
五
千
ｔ
、

市
外
処
理
さ
れ
る
量
九
十
万
五
千
ｔ
と
な
っ
て
い

る
。

②
―
産
業
廃
棄
物
処
理
業
及
び
産
業
廃
棄
物
処
理
施

　
　
設
等
の
現
状

ア
産
業
廃
棄
物
許
可
業
者
の
現
状

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
は
、
「
産
業
廃
棄
物
」
の
収

集
運
搬
業
と
処
分
業
、
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
」

の
収
集
運
搬
業
と
焼
却
・
破
砕
な
ど
の
中
間
処
理
、

埋
立
処
分
、
海
洋
投
入
処
分
を
行
う
処
分
業
の
四
種

類
の
許
可
区
分
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
一
年

度
末
現
在
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
数
は
四
千
百
十

二
件
で
あ
り
、
そ
の
約
九
七
％
が
収
集
運
搬
業
者
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理

業
者
数
は
三
百
五
十
八
件
で
、
約
九
五
％
が
収
集
運

搬
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

イ
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
状
況
（
表
―
２
）

　
一
定
規
模
以
上
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置

す
る
際
に
は
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
平
成
十
一
年
度
末
現
在
、
最
終
処
分
場
以
外
の
産

業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
は
、
許
可
対
象
外
施
設
を
含

め
る
と
表
―
２
に
示
し
た
と
お
り
三
百
五
十
二
施
設

あ
り
、
そ
の
処
理
能
力
の
合
計
は
約
五
万
五
千
ｔ
／

日
と
な
っ
て
い
る
。

　
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
民
間
事

業
者
が
十
一
施
設
（
事
業
者
七
施
設
、
処
理
業
者
四

施
設
）
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
容
量
は
、
合
計
百
五

十
九
万
五
千
㎡
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
が
設
置
し
て

い
る
最
終
処
分
場
の
産
業
廃
棄
物
容
量
は
、
二
百
一

万
㎡
で
あ
る
。

③
―
産
業
廃
棄
物
処
理
を
巡
る
課
題

ア
県
外
自
治
体
で
の
搬
入
規
制

　
産
業
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
他

の
地
域
で
発
生
し
た
廃
棄
物
が
搬
入
さ
れ
る
こ
と
に

対
す
る
不
安
感
や
不
公
平
感
が
高
く
、
一
部
の
都
道

府
県
等
で
は
、
県
外
廃
棄
物
の
搬
入
を
制
限
す
る
な

ど
の
搬
入
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

イ
最
終
処
分
場
の
逼
迫

　
最
終
処
分
場
の
許
可
件
数
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及

～
横
浜
市
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
行
政
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び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
「
廃
棄
物
処
理
法
」
）

の
改
正
等
に
よ
る
施
設
の
構
造
基
準
等
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
急
激
に
減
少
し
て
お
り
、
全
国

の
最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
は
約
一
・
六
年
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
処
理
業
者
が

設
置
す
る
最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
は
約
一
・
三
年

と
な
っ
て
お
り
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

ウ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
汚
染
の
問
題

　
強
い
毒
性
を
も
つ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て

は
、
総
排
出
量
の
約
八
割
か
ら
九
割
が
廃
棄
物
焼
却

炉
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
と
の
推
計
が
あ
り
、
廃
棄

物
の
焼
却
に
伴
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
を
削
減

し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
等
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
十

四
年
十
二
月
一
日
か
ら
は
一
段
と
厳
し
い
基
準
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

エ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
長
期
保
管
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク

の
拡
大

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
保
管
が
長
期
に
亘
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
を
中
心
に
保
管
さ
れ
て
い
る

は
ず
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
が
紛
失
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
、
環
境
リ
ス
ク
が
拡
大
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
の
適
正
処
理
体
制
を
整
備
し
て
、
早
期
に
安
全
な

処
理
施
設
に
お
い
て
適
正
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

オ
不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理

　
国
に
よ
る
と
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
件
数

は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
十
年
度
に
は
千

二
百
七
十
一
二
件
と
な
り
、
平
成
九
年
度
の
約
一
・
五

倍
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
捨
て
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

カ
産
業
廃
棄
物
処
理
に
対
す
る
安
全
性
、
信
頼
性
の

確
保
が
困
難

　
悪
質
な
不
法
投
棄
等
の
不
適
正
な
処
理
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
問
題
等
に
よ
っ
て
、
産
業
廃
棄
物
処
理

に
対
す
る
住
民
の
不
安
感
が
高
ま
り
、
適
正
処
理
に

必
要
な
施
設
の
整
備
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
行
き
場
を
失
っ
た
産
業
廃
棄
物
が
不
法
投
棄
さ

れ
る
と
い
う
悪
循
環
を
お
こ
し
て
い
る
。

産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
等
の
将
来
予
測

　
現
状
の
発
生
量
及
び
統
計
資
料
の
利
用
等
に
よ

り
、
将
来
の
産
業
廃
棄
物
の
処
理
処
分
量
等
を
予
測

し
た
。

①
―
発
生
量
の
予
測
方
法

　
市
内
の
事
業
所
か
ら
徴
収
し
た
各
種
報
告
及
び
平

成
十
年
度
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
発
生
量
等
の
実

態
調
査
結
果
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
た
。
主
要
な
業
種

毎
に
、
発
生
量
原
単
位
と
原
単
位
の
元
と
な
る
活
動

量
指
標
（
表
―
３
）
を
用
い
。
活
動
量
指
標
の
時
系
列

的
な
予
測
値
に
基
づ
い
て
発
生
量
等
を
推
計
し
た
。

②
―
予
測
結
果
（
表
―
４
）

　
産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
は
平
成
十
三
年
度
の
千
二

万
七
千
ｔ
か
ら
平
成
十
七
年
度
に
は
千
四
十
九
万
八

千
ｔ
に
四
十
七
万
千
ｔ
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
廃
棄
物
種
類
別
で
は
、
汚
泥
が
八
百
八
万
三
千
ｔ

（
平
成
十
三
年
度
）
か
ら
八
百
四
十
六
万
ｔ
（
平
成

十
七
年
度
）
と
な
り
発
生
量
が
増
加
す
る
と
予
測
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
主
に
人
口
増
に
伴
う
下
水
汚

泥
の
発
生
量
増
加
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
が

れ
き
類
（
建
設
廃
材
）
は
、
百
三
万
ｔ
か
ら
百
九
万

八
千
ｔ
と
な
り
発
生
量
、
割
合
と
も
増
加
す
る
と
予

測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ

れ
た
建
築
物
の
寿
命
等
を
考
慮
す
る
と
、
平
成
十
八

年
度
以
降
に
発
生
量
、
割
合
と

も
更
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

る
。
そ
の
他
の
廃
棄
物
は
、
お

お
む
ね
横
ば
い
、
も
し
く
は
微

増
の
傾
向
で
あ
る
と
予
測
さ
れ

る
。

　
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
処
理

処
分
別
（
再
生
利
用
量
、
減
量

化
量
及
び
最
終
処
分
量
別
）
の

予
測
結
果
（
図
―
２
）
で
は
、

最
終
処
分
量
は
、
平
成
十
三
年

度
の
百
三
十
五
万
六
千
ｔ
か
ら

平
成
十
七
年
度
の
百
四
十
二
万

九
千
ｔ
に
七
万
三
千
千
ｔ
増
加

し
、
最
終
処
分
率
も
一
三
・

五
％
か
ら
一
三
・
六
％
に
微
増

す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

産業廃棄物処理施設等の設置状況

　　　　　　　　　　　　　　(単位:能力はt／日又はm3／日)

表―2

４

第
４
次
横
浜
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導

計
画
の
概
要

　
第
４
次
処
理
指
導
計
画
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

平
成
十
七
年
度
ま
で
の
横
浜
市
に
お
け
る
産
業
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、
再
生
利
用
及
び
適
正
処

理
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0

プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
「
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
先
進
都
市
」

を
実
現
し
い
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造
や
限

り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
率
先
し
て
資
源

循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
定
し
た
。

①
―
第
４
次
処
理
指
導
計
画
の
基
本
方
針

　
第
４
次
処
理
指
導
計
画
は
三
つ
の
基
本
方
針
に
基

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
③
横
浜
市
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
循
環
型
社
会
の
形
成

表―3　産業廃棄物発生量予測のための業種区分と
　　　活動量指標
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づ
き
策
定
し
て
い
る
。

ア
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
型
社
会
か
ら

資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転
換

イ
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
廃
棄
物
処
理
の
推
進

ウ
安
全
で
安
心
で
き
る
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

②
―
第
４
次
処
理
指
導
計
画
の
目
標

　
第
４
次
処
理
指
導
計
画
は
、
四
つ
の
目
標
に
む
け

て
各
種
施
策
を
推
進
す
る
。

ア
発
生
抑
制
、
再
生
利
用
、
減
量
化
の
推
進
（
目
標

１
、
表
―
５
）

　
廃
棄
物
等
の
発
生
抑
制
、
資
源
の
循
環
利
用
、
適

正
な
処
分
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
然
資

源
の
消
費
を
抑
制
し
、
環
境
へ
の
負
荷
が
で
き
る
限

り
低
減
さ
れ
る
社
会
で
あ
る
資
源
循
環
型
の
社
会
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
目
指
す
。
具
体
的
な
数
値
目
標

と
し
て
、
①
平
成
十
三
年
度
を
基
準
年
と
し
て
、
平

成
十
七
年
度
に
は
発
生
量
を
二
・
六
％
増
に
抑
制

し
、
最
終
処
分
量
を
発
生
量
の
約
一
〇
％
ま
で
削
減

す
る
こ
と
、
②
平
成
十
七
年
度
の
再
生
利
用
率
、
減

量
化
率
の
合
計
を
約
九
〇
％
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。

イ
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
目

標
２
）

　
不
適
正
処
理
等
に
起
因
し
て
発
生
し
た
環
境
汚
染

等
の
回
復
に
は
、
膨
大
な
費
用
と
長
い
年
月
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
廃
棄
物
の
適
正
管
理
を
図
る
と
と
も

に
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
廃
棄
物
処
理
に
対
す
る
安
全
性
と
信
頼
性
の

確
保
を
図
る
。

ウ
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
計
画
的
整
備
（
目
標
３
）

　
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
進
め
る
際
の
公
共
の

役
割
を
踏
ま
え
て
、
中
間
処
理
施
設
の
整
備
や
最
終

処
分
場
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
資

源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

の
整
備
を
図
る
。

エ
新
た
な
制
度
等
の
検
討
・
整
備
（
目
標
４
）

　
従
来
の
規
制
的
手
法
、
自
主
的
取
り
組
み
を
一
層

充
実
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、
発
生
抑
制
や
再
生

利
用
、
適
正
処
理
等
を
進
め
る
た
め
に
経
済
的
手
法

を
含
め
た
新
た
な
施
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
情

報
化
時
代
に
対
応
し
た
情
報
公
開
及
び
情
報
提
供
を

推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
の
問
題
が
市

民
生
活
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
、
市
民
参
加
型
の
新
た
な

枠
組
み
を
創
設
し
て
い
く
。

③
―
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
個
別
推
進
事
業
（
二
十

一
事
業
、
図
―
３
）
の
う
ち
主
な
事
業
に
つ
い
て
以

下
に
述
べ
る
。

ア
　
廃
棄
物
多
量
排
出
事
業
者
に
対
す
る
指
導

　
廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
産
業
廃
棄
物
若

し
く
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
を
多
量
に
排
出
す
る

事
業
者
に
対
し
て
、
管
理
体
制
、
排
出
抑
制
、
分
別
、

再
生
利
用
等
に
関
す
る
事
項
等
を
盛
り
込
ん
だ
産
業

廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
等
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
内
の
産
業
廃
棄
物
の
処

理
実
態
を
把
握
、
公
表
す
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
や
再
生
利
用
等
に
対
す
る
事
業
者
の

自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
処
理
計
画
の
策
定
義
務
の
な
い
事
業
者
に

対
し
て
も
、
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
減
量
化
や

再
生
利
用
に
つ
い
て
事
業
者
の
自
主
的
な
取
組
を
促

す
自
主
管
理
事
業
を
推
進
す
る
。

イ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適
正
か
つ
安
全
な
処
理
を
目
指

し
て
、
公
共
関
与
の
あ
り
方
、
市
民
の
理
解
を
得
る

た
め
の
取
り
組
み
、
保
管
事
業
者
に
お
け
る
適
正
・

安
全
な
保
管
の
徹
底
・
指
導
、
中
小
事
業
者
に
対
す

る
支
援
策
等
を
盛
り
込
ん
だ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
計

画
を
策
定
す
る
。
現
在
、
市
内
に
お
い
て
大
手
事
業

者
で
処
理
が
始
ま
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
内
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
成

十
七
年
度
ま
で
に
三
〇
％
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理

を
進
め
る
。

ウ
市
民
参
画
制
度
の
検
討
・
整
備

　
廃
棄
物
処
理
に
係
る
施
策
の
検
討
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
施
策
の
チ
ェ
ッ
ク
に
、

市
民
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
市
民
参
画
制
度
に
つ

い
て
、
制
度
の
あ
り
方
、
具
体
的
な
運
用
方
法
等
に
つ

い
て
検
討
・
整
備
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
将
来
世
代

が
廃
棄
物
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
循
環
型
社
会
の
形

成
と
維
持
に
向
け
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
学
習
教
材
等
に
よ
る
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

ま
た
、
市
民
を
対
象
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
習
会

や
施
設
見
学
等
の
機
会
を
充
実
し
、
産
業
廃
棄
物
に

関
す
る
市
民
の
学
習
の
機
会
を
充
実
す
る
。

④
―
処
理
計
画
の
進
行
管
理

　
第
４
次
処
理
指
導
計
画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、
各
種
施
策
の
進
捗
状
況
や
効
果
を
適
切

に
把
握
し
な
が
ら
処
理
計
画
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
問
題
や
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
に
基
づ
く
循
環
型
社
会
形
成
推
進
計
画

（
平
成
十
五
年
十
月
ま
で
に
閣
議
決
定
）
、
廃
棄
物
処

理
法
に
基
づ
く
神
奈
川
県
廃
棄
物
処
理
計
画
（
平
成

十
三
年
度
策
定
予
定
）
等
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

図―2　産業廃棄物の処理処分別の予測結果表―4　産業廃棄物発生量予測
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計
画
期
間
内
に
適
時
、
適
切
に
見
直
し
を
実
施
す
る
。

お
わ
り
に

　
こ
の
第
４
次
計
画
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た

本
市
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ

ラ
ン
」
の
具
体
化
を
図
る
た
め
産
業
廃
棄
物
行
政
の

基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
産
業
活
動
の
円
滑
な
進
展
や

生
活
環
境
の
保
全
、
か
ら
に
は
資
源
循
環
型
社
会
の

一
翼
を
担
う
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
先
進
都
市
の
実
現

に
向
け
て
、
産
業
廃
棄
物
に
対
す
る
総
合
的
な
取
組

を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

Λ
環
境
保
全
局
産
業
廃
棄
物
対
策
課
長
／
同
排
出
指

導
係
長
Ｖ

表―5　発生抑制、再生利用、減量化に向けた数値目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(千t／年)

図―3　第4次横浜市産業廃棄物処理指導計画体系図

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
③
横
浜
市
の
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と
循
環
型
社
会
の
形
成
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